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１．報告事項

「きぼう」を利用した社会課題解決に係るフィジビリティスタディ（以下FS）
テ マの募集 選定結果について報告するテーマの募集・選定結果について報告する。

２ FSの目的２．FSの目的

宇宙基本計画で示された、社会の課題解決につながる実用的な成果を創
出することを目指して、「きぼう」を利用するミッションを設定する。そのため
のきぼう利用の構想を広く募集し きぼう利用とその成果に基づく実用化のきぼう利用の構想を広く募集し、きぼう利用とその成果に基づく実用化
の可能性を検討する。

３．FSの対象

宇宙基本計画の有人宇宙活動プログラムの施策に示された以下の分野
を対象とするを対象とする。

・創薬、医療、食料、エネルギー、ナノ材料、衣食住や高齢化社会の排泄創薬、医療、食料、 ネルギ 、ナノ材料、衣食住や高齢化社会の排泄
問題等の生活に密着した利用
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４．募集・選定結果募集 選定結果

（１）平成２２年１１月１５日から１２月２０日の募集期間中に、２２件の応募があ
った。

（２）JEM応用利用推進委員会(*)において 社会的意義 きぼう利用の意義 実（２）JEM応用利用推進委員会(*)において、社会的意義、きぼう利用の意義、実
用化の妥当性等を評価し、その結果に基づき、JAXAにて、実施費用、実験
の技術的実現性を検討した結果、下記４件をFSテーマとして選定した。

概要を別紙１に、FSテーマ選定基準を参考１に示す。
*JAXA有人宇宙環境利用ミッション本部長諮問委員会

超高齢化社会に適用可能な機能性宇宙食の開発とその応用・超高齢化社会に適用可能な機能性宇宙食の開発とその応用

・安心、安全な暮らしを支える高品質な睡眠をはかる総合研究

・ISS滞在型・情報発信ロボット

・全体位対応の節水型排泄支援装置

５ 今後の予定５．今後の予定

約６ヶ月から１年間のFSを実施し、その結果を評価の上、「きぼう」搭載実

験テーマとしての採択を行う。きぼう利用実施フェーズまでのプロセスを参験テ し 採択を行う。きぼう利用実施 ま を参
考２に示す。

以上
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別紙１（１/2）

代表提案者
テーマ名

代表提案者
及び実施組織

目指す社会課題解決 きぼう利用の概要

(独)国立健康･栄養研究所

：石見佳子
高齢化社会へ突入する我

宇宙飛行士を被験者として、骨量減少や骨格

超高齢化社会に

適用可能な機能

性宇宙食の開発

とその応用

実施組織
（独）国立健康・栄養研究所
徳島大学 大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究部
㈱大塚製薬 研究開発本部

高齢化社会へ突入する我

が国の高齢者の健康の維

持・増進を目指し、骨粗鬆

症や骨格筋減少などの高

齢者の健康問題に対応し

筋の萎縮、酸化ストレス増大等の生体変化を

軽減する機能性宇宙食を開発し、宇宙飛行士

の健康管理に資する。骨粗鬆症や骨格筋減少

などの高齢者の健康問題は、宇宙飛行士の生

体変化と酷似しているため の結果を基にとその応用
㈱大塚製薬 研究開発本部
日清オイリオグループ㈱ 中央研究所
雪印メグミルク㈱ ミルクサイエンス研究所
㈱ロッテ

齢者の健康問題に対応し

た機能性宇宙食を開発す

る。

体変化と酷似しているため、この結果を基に、

高齢者の食の面からのQOL向上に資する機能

性食品を開発する。

社団法人 日本睡眠学会社団法人 日本睡眠学会

：大川匡子

実施組織
足利工業大学 睡眠の「質」（レム、ノンレ

宇宙飛行士の脳波計測結果とその睡眠の「質」

の関係を解析し、特殊な環境下での労働者の

安心、安全な暮ら

しを支える高品

質な睡眠をはか

る総合研究

足利 業大学
（財）大阪ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究所
京都大学 医学部
産業医科大学
滋賀医科大学 医学部
東北福祉大学

睡眠の「質」（レム、ノンレ

ム状態）を簡易に計測でき

る脳波計を開発し、睡眠不

足による生活の質の低下

や産業効率低下、労働災

の関係を解析し、特殊な環境下での労働者の

睡眠の質の評価方法を確立し、宇宙飛行士の

健康管理に役立てる。この結果を基に、睡眠不

足による生活の質の低下や産業効率低下、労

働災害などの対策に役立てる。宇宙飛行士の
東北福祉大学
北海道大学 医学部
（独）労働安全衛生総合研究所
㈱資生堂
スリープウェル㈱

害などの対策に役立てる。 様に、長期間閉鎖環境状態で管理されている

労働者のデータは僅少であり、貴重である。
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別紙１（2/2）

テーマ名
代表提案者
及び実施組織

目指す社会課題解決 きぼう利用の概要

㈱電通
高齢化社会における高齢者

と 意思疎通 問題 解

宇宙飛行士との交信を、ISS内の擬人化した

ボ トを介在し 行う とにより 意思疎通

ISS滞在型・情

報発信ロボット

㈱電通

：西嶋頼親

実施組織

東京大学 先端科学技術研究センター

との意思疎通の問題の解

決を目指して、遠隔地から

でも高齢者との意思疎通を

円滑にするコミュニケーショ

ンロボットの実用化を目指

ロボットを介在して行うことにより、意思疎通

の向上やストレス緩和を図る実験を行い、地

上からの宇宙飛行士支援機能の向上に役立

てる。この結果を基に、遠隔地からでも高齢

者との意思疎通が円滑に行えるコミュニケ
東京 学 先端科学技術研究
㈱電通 クリエーティブ開発センター

ンロボットの実用化を目指

す。

者との意思疎通が円滑に行えるコミュニケー

ションロボットを開発する。

全体位対応の

シー・エス・ピー・ジャパン㈱

：吉田哲二

実施組織

寝たきり高齢者の介護や、

高齢者自身の精神的負担

の軽減を目指して、排泄支

ポ ブ

宇宙飛行士にとって、ISS内トイレ故障時の緊

急用トイレの整備は重要な課題である（現在

はオムツ）。ISS内で使える簡易な排泄支援機

器を「きぼう」での模擬実験データを基に開発
節水型排泄支

援装置

実施組織
東京理科大学 機械工学科
社団法人発明協会
ｼｰ･ｴｽ･ﾋﾟｰ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱
太陽化学㈱
福井技術士事務所

援装置（ポータブルトイレ）

を開発する。さらに移動中

や、災害救援、警備などに

も適用する。

器を「きぼう」での模擬実験デ タを基に開発

し、宇宙での緊急トイレとして活用を図ると共

に、地上の排泄支援装置に応用する（無重力

下の宇宙飛行士と寝たきり高齢者の排泄時

の状態の類似性）。福井技術士事務所
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＜参考１＞FSテーマ選定基準
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＜参考２＞きぼう利用実施フェーズまでのプロセス
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